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（表紙頁の手書き箇所より推定）のタイプ書き草稿：“The Psychology of Northern Blackfoot Indi-
ans”（Maslowの単著）および１９４５年作成（最終頁の手書き箇所より推定）の草稿：“Northern Black-
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２ Blackfoot 調査の報告書（１９３８年草稿）






その頃、Maslowはコロンビア大学で教えていた文化人類学者 Ruth F. Benedict（１８８７―１９４８）と
知り合い、彼女の講義に参加する機会を得る。Benedictは文化人類学と心理学とを結合させた統合






評議会（The Social Science Research Council）からの資金援助を得て、１９３８年夏、他の２人の研究

























パーソナリティ各側面の分布状況はほぼ同じ（almost the same range in whatever aspect of
personality）であること。
（９）このようなことから、人間を社会の文化的圧力で形づくられる木偶の坊（a mere lump of














は、１９３３年９月、ドイツのナチス政権から逃れてニューヨークの新社会研究院（New School for Social
Research）教授となったゲシュタルト心理学の創始者Max Wertheimer（１８８０―１９４３）が、表層的な
文化相対主義の在り方を批判した１９３５年論文：“Some Problems in the Theory of Ethics”に影響され








ち、従来の研究が「パーソナリティの因果的・分析的・原子論的な理論（the causal, analytic, atomis-
tic theory of personality）」を指向していたことに対し、彼の症候群理論（the syndrome theory of
personality）は、パーソナリティを「行動や感情に関する症候群の組織化されたもの（an organization




































































































じているように思われ（They seem to arise spontaneously rather than from a sense of compulsion
or public opinion.）」、それゆえ、「今日の北方 Blackfoot族社会の在り方は協同主義でも個人主義でも







and loved by every person in the whole tribe.）がよく分かっている」とされ、私生児や継子が異な
った処遇を受けることもない。
子供が何かを欲しがるとき、周りに親がいなければ、すぐ側にいる人々がそれを与えていた。ま
た、毎年恒例の「太陽の踊り（the Sun Dance）」の際には、景品（the big giveaways）として地域
の子供たちすべてにコーラ飲料とアメ玉が配られるが、父母たちは自分たちへの贈り物以上に子供た
ちへの贈り物に感謝している。このように Blackfoot族では、「寛大さ（permissiveness）が子供に対









































































本的パターンは、統制の有効性が恥への感受性（a sensitivity to shame）に依存するような、皮肉と
控え目な嘲笑に基づいているようである。罪悪感は社会的統制の一要因ではない。これらの要点と、
犯罪人が当該社会の善き雰囲気（the good opinion of the society）のなかで更生し得るという事実
は、北方 Blackfoot族のもつ安定感パーソナリティ（the secure personality）――対人関係を支配し
ている温かくも現実的な親近さ（a warm but realistic friendliness）と諸個人の安全を脅かさないほ




























ter of reference is himself）、意のままに行動し、自身の知恵を信頼する。しかしながら、同時に、
他者に敵意を抱かずに友好的な態度を示す。また、彼らは、ゲーム、スポーツ、集会、唄や踊りが大
好きで、ユーモア、ジョーク、笑顔に溢れた日常生活を送り、権力に対して無関心である。このよう
に、北方 Blackfoot族は、安定症候群（the security syndrome）と高い自尊心（high or adequate self
―esteem）という特徴を有する。








文化相対主義の極端な考え方（extreme concept of cultural relativity）に一定程度寛容であった。す
なわち、１９３８年夏以前のMaslowは、「生まれたばかりの人間は本質的に完全に無定形である（human




ない（It is now felt that human being are no mere lumps of clay or putty to be shaped in any con-





same species characteristics as other people）および同一の基本的な衝動や願望（the same funda-
mental urges and desires）を有している。彼らは殆どまたは全ての人間と同じように、自尊心や安





























cal’needs）」、「保全欲求（the safety needs）」、「愛の欲求（the love needs）」、「自尊欲求（the esteem
needs）」に対応するものであることに留意したい。もっとも、基本的欲求の階層性に関するアイデ
ィアについては、Blackfoot調査からは導出できない。



































なお、Maslowの妻 BerthaによってMaslow学説の数少ない理解者の１人とされる Henry Geiger
が、１９７１年の遺作：The Father Reaches of Human Nature の追悼序文に、「後年の彼は、良き社会（a
better world）へ向かう道を示す社会心理学の基礎は一体何なのかを常に熟考し、その思索の礎石は
Ruth Benedictのシナジー的社会（a synergistic society）という概念にあった」（Maslow,１９７１: xx―
xxi）と記しているように、実は、社会科学上のシナジー概念は、Blackfoot調査の前に Benedictが
Maslowに提示していたとの証言がある（Harris,１９７０:５２）。それゆえ、Benedictのシナジー概念と
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